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ミナミにはかつて“まむし”の出雲屋が5軒あり、新世界に2軒、千日
前に1軒、道頓堀中座向かいに1軒、相合橋東詰めに1軒ありました。
ここ千日前店は大正3年（1914）より営業していましたが、平成20
年（2008）3月に惜しまれて閉店しました。“まむし”とは鰻丼のこ
とで、ご飯とご飯の間に鰻を挟み込み、上からタレを掛けたもので
す。現在は観光土産のなにわ名物いちびり庵が営業しています。

③ 出雲屋跡（いちびり庵なんば店）

かつて法善寺横丁は、南側に上方落語桂派の拠点・
南地金沢亭、北側に浪花三友派の拠点・紅梅亭とい
う寄席があり、寄席文化の中心地でした。南地金沢
亭はその後、吉本興業創始者の吉本泰三・せい夫妻
によって買収され、南地花月となりました。落語だけ
でなく漫才や奇術等色物も多く演じられていました。
『夫婦善哉』では「仲良く腹がふくれてから、法善寺
の花月へ春団治の落語を聴きに行くと、ゲラゲラ笑
い合って、握り合ってる手が汗をかいたりした。」と
蝶子と柳吉のデートコースとして登場します。

⑥ 花月跡（金沢亭跡）

寛永14年（1637）、専念法師により開山。正式名称は
浄土宗天龍山法善寺。かつて法善寺では千日念仏が行わ
れていたので、千日寺とも呼ばれていました。「水掛不
動さん」の名で親しまれている不動明王は商売繁盛、恋
愛成就などに霊験あらたかで、お詣りの人々が掛ける水
でいつも苔むしています。『夫婦善哉』では「実家に帰
っているという柳吉の妻が、肺で死んだという噂を聴く
と、蝶子はこっそり法善寺の「縁結び」に詣って蝋燭な
ど思い切った寄進をした。その代り、寝覚めの悪い気持
がしたので、戒名を聞いたりして棚に祭った。先妻の位
牌が頭の上にあるのを見て、柳吉は何となく変な気がし
たが、出しゃ張るなとも言わなかった。言えば何かと話
がもつれて面倒だとさすがに利口な柳吉は、位牌さえ蝶
子の前では拝まなかった。蝶子は毎朝花をかえたりし
て、一分の隙もなく振舞った。」と記されています。

⑨ 法善寺

弘化元年（1844）、道頓堀にて、たこ甘露煮と
関東煮の店として創業。創業者・岡田梅次郎の名
前と「たこ」と呼ばれるカウンター形式の店であ
ったことから屋号を「たこ梅」としたといいま
す。関東煮とはおでんのことで、サエズリやコロ
など鯨の関東煮は昔から大阪で人気がありまし
た。当初、道頓堀通南側、日本橋通から二軒目に
お店はありましたが、現在は道頓堀通北側に五代
目店主が店を構えています。『夫婦善哉』では
「柳吉はうまい物に掛けると眼がなくて、うまい
もん屋へしばしば蝶子を連れて行った。彼にいわ
せると、北にはうまいもんを食わせる店がなく、
うまいもんは何といっても南に限る（中略）無論
一流の店へははいらず、よくて高津の湯豆腐屋、
下は夜店のドテ焼、粕饅頭から、戎橋筋そごう横
しる市のどじょう汁と皮鯨汁、道頓堀相合橋東詰
出雲屋のまむし、日本橋たこ梅のたこ、法善寺境
内正弁丹吾亭の関東煮、千日前常盤座横寿司捨の
鉄火巻と鯛の皮の酢味噌、その向いだるまやのか
やく飯と粕じるなどで、いずれも銭のかからぬい
わば下手もの料理ばかりであった。」と記されて
います。

① たこ梅跡

正式な読み方は「あいあうばし」。架橋は貞享年
間（1684～1688）と伝えられています。当
時、道頓堀川の大和橋と日本橋の間に「中橋」が
架かっていたため、日本橋と太左衛門橋の間に架
けられた橋は「新中橋」と呼ばれたと云われてい
ます。相合橋と呼ばれるようになったのは元禄末
から宝永期の始めと考えられています。相合橋南
側には芝居櫓が立ち並び、また北側にはお茶屋街
が拡がっており、大変華やかな雰囲気を醸し出し
ていました。その両岸を結ぶ艶なる橋ということ
で相合橋と名付けられたそうです。かつて東詰に
はまむしの出雲屋があり、『夫婦善哉』では「新
世界に二軒、千日前に一軒、道頓堀に中座の向い
と、相合橋東詰にそれぞれ一軒ずつある都合五軒
の出雲屋の中でまむしのうまいのは相合橋東詰の
奴や」とあります。

② 相合橋

明治43年（1910）、大阪初の西洋料理店として創業。オリジナルメニューの名物カレ
ーが人気です。『夫婦善哉』では「二日酔いで頭があばれとると、蒲団にくるまってうん
うん唸っている柳吉の顔をピシャリと撲って、何となく外へ出た。（中略）楽天地横の自
由軒で玉子入りのライスカレーを食べた。「ここのラ、ラ、ライスカレーはご飯にあんじ
ょうま、ま、ま、まむしてあるよって、うまい」とかつて柳吉が言った言葉を想い出しな
がら、カレーのあとのコーヒーを飲んでいると、いきなり甘い気持が胸に湧いた。こっそ
り帰ってみると、柳吉はいびきをかいていた。だし抜けに、荒々しく揺すぶって、柳吉が
眠い眼をあけると、「阿呆んだら」そして唇をとがらして柳吉の顔へもって行った。」と
あります。オダサクもよく通っていたようで、店内には現在でもオダサクの写真が「トラ
は死んで皮をのこす織田作死んでカレーライスを残す」の言葉とともに飾られています。

④ 自由軒

⑧ 夫婦善哉
明治16年(1883)、文楽太夫・木文字重兵衛が善哉屋・
お福を開店。一人前なのに二杯のお椀に分けて善哉を
出しました。二つのお椀に分けた方がたくさん入ってい
るように見えるからです。夫婦善哉は夫婦やカップルで
食べると円満になれるという縁起物で、一人前を二人で
分けて食べると逆効果だそうです。『夫婦善哉』では
「柳吉は「どや、なんぞ、う、う、うまいもん食いに行こ
か」と蝶子を誘った。法善寺境内のめおとぜんざいへ行
った。道頓堀からの通路と千日前からの通路の角に当
っているところに古びた阿多福人形が据えられ、その前
にめおとぜんざいと書いた赤い大提灯がぶら下ってい
るのを見ると、しみじみと夫婦で行く店らしかった。お
まけに、ぜんざいを註文すると、女夫の意味で一人に二
杯ずつ持って来た。碁盤の目の敷畳に腰をかけ、スウス
ウと高い音を立てて啜りながら柳吉は言った。「こ、こ、
ここの善哉はなんで、二、二、二杯ずつ持って来よるか
知ってるか、知らんやろ。こら昔何とか大夫ちう浄瑠璃
のお師匠はんがひらいた店でな、一杯山盛にするより、
ちょっとずつ二杯にする方が沢山はいってるように見え
るやろ、そこをうまいこと考えよったのや」蝶子は「一人
より女夫の方がええいうことでっしゃろ」ぽんと襟を突
き上げると肩が大きく揺れた。」とあります。

もとは浄土宗天龍山法善寺の境内
で、参拝客相手の露店が横丁に発展
したものです。小料理屋やバーなどが
ひしめき合っており、石畳に行き交う
足音がコツコツと鳴り響いて、ミナミ
の繁華街にありながら静かな浪花情
緒を漂わせています。東西両端にある
門にそれぞれ掲げられた「法善寺横
丁」の文字は、西は藤山寛美、東は3
代目桂春団治によるものです。

⑤ 法善寺横丁

明治26年（1893）、関東煮の店として創業。店横の暗
がりで小便する酔っ払いが多かったので、担桶を並べて
置いていたというのが店名の由来といいます。正（た
だ）しく、弁（わきま）える、丹（まごころ）ある、吾
（わたくしども）の亭（みせ）という説もあります。
『夫婦善哉』では「新規開店に先立ち、法善寺境内の正
弁丹吾亭や道頓堀のたこ梅をはじめ、行き当りばったり
に関東煮屋の暖簾をくぐって、味加減や銚子の中身の工
合、商売のやり口などを調べた。」とあって、蝶子と柳
吉が関東煮の店を開くさいに参考にしたとあります。店
前には「行き暮れてここが思案の善哉かな」という織田
作之助句碑があります。

⑦ 正弁丹吾亭

大阪ミナミをこよなく愛した小説家・織田作之助。妻子ある化粧品卸問屋の若旦那・維康柳吉と、芸者の蝶子が駆け落ち
して、転職や借金などの苦労を重ねながらも寄り添いあって暮らし、夫婦となるまでを描いた名作『夫婦善哉』（昭和15
年・1940年発表）には、大正から戦前昭和の大阪ミナミが生き生きと活写されています。『夫婦善哉』を片手に、大阪ミ
ナミのまちを散策してみましょう！

オダサクと蝶子と柳吉が歩いた『夫婦善哉』オダサクと蝶子と柳吉が歩いた『夫婦善哉』
～行き暮れてここが思案の善哉かな～


